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を
制
定
。
ま
た
、「
環
境
保
全
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」「
環
境

監
査
評
価
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
９
９
８
年
（
平
成
１０
年
）
に
は
全
国
の

ビ
ー
ル
工
場
で
副
産
物
・
廃
棄
物
の
１
０
０
％
資
源
化

を
達
成
し
、
１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
に
は
ビ
ー
ル

全
８
工
場
、
ワ
イ
ン
全
２
工
場
で
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
の
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の

認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
徹
底
に
よ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資

源
と
ＣＯ２
排
出
量
の
削
減
に
努
め
、
環※

境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
向
上
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン（
株
）岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
設
立

当
初
か
ら
緑
化
優
良
工
場
と
し
て
数
々
の
賞
を
受
賞

し
、
１
９
９
２
年
（
平
成
４
年
）
に
は
岡
山
県
で
初
め

て
「
内
閣
総
理
大
臣
賞
」
を
受
賞
。
１
９
９
９
年
に
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
優
良
工
場
と
し
て
「
中
国
通
商
産
業

局
長
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
、
環
境
保
全
に
対
し
て
先

進
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
操
業
以
来
、

環　　　 境

岡
山
県
赤
磐
郡
赤
坂
町
「
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
」

に
隣
接
し
た
小
高
い
丘
の
緑
の
中
に
、
赤
い
屋
根
（
備

前
焼
）、
白
い
壁
の
南
欧
風
の
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
る

サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン（
株
）岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
り
ま
す
。

製
造
部
の
木
口
敦
夫
副
課
長
を
訪
ね
、
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

「
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル（
株
）の

１
０
０
％
出
資
会
社
で
、
山
梨
県
に
あ
る
サ
ッ
ポ
ロ
ワ

イ
ン
勝
沼
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
次
い
で
、
西
日
本
の
拠
点
と

し
て
１
９
８
４
年
（
昭
和
５９
年
）
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

年
間
約
１
２
０
万
函
（
１
函
＝
７
２
０
p
×
１２
）
を
生

産
し
、
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
シ
ェ
ア
は
５
〜
６
％
。
国

産
ワ
イ
ン
の
２０
本
に
１
本
は
こ
こ
で
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
認
証
取
得
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
た
１
９
９
８
年
（
平
成
１０
年
）
に
ワ
イ
ン
ブ
ー

ム
が
起
こ
り
、一
時
中
断
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
し
た
が
、

１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
７
月
に
は
品
質
国
際
規
格

Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
２
の
認
証
を
取
得
。
１１
月
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ

１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。」

ぶ
ど
う
の
産
地
と
し
て
名
高
い
岡
山
県
に
建
て
ら
れ

た
こ
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
製
造
工
程
の
見
学
や
試
飲
も

で
き
、
県
内
外
か
ら
年
間
約
１２
万
人
以
上
の
見
学
者
が

訪
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
敷
地
内
に
は
８０
品
種
の
ぶ
ど

う
を
試
験
栽
培
し
て
い
る
ぶ
ど
う
園
や
岡
山
ワ
イ
ナ
リ

ー
ガ
ー
デ
ン
（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
）
が
あ
り
、

水
と
緑
の
美
し
い
風
景
に
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。
緑
化
優

良
工
場
と
し
て
も
数
々
の
表
彰
を
受
け
て
い
る
サ
ッ
ポ

ロ
ワ
イ
ン（
株
）岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
。
そ
の
環
境
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
し
た
。

母
体
で
あ
る
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル（
株
）で
は
、
１
９
６

８
年
（
昭
和
４３
年
）
に
好
気
性
廃
水
処
理
設
備
を
導
入

す
る
な
ど
、
早
く
か
ら
様
々
な
環
境
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
１
９
９
１
年
（
平
成
３
年
）
に
は
生
活

環
境
部
（
現
社
会
環
境
室
）
を
設
置
し
、「
環
境
保
全

に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
制
定
。
本
社
に
「
環
境
保
全

推
進
委
員
会
」、
全
事
業
所
に
「
環
境
保
全
対
策
委
員

会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
１
９
９
４
年
に
は
「
環
境
保

全
に
関
す
る
行
動
指
針
」「
環
境
保
全
に
関
す
る
目
標
」

「サッポロワイン!岡山ワイナリー」
「キリンビール!岡山工場」

シリーズ�

酒類業界

サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン（
株
）岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル（
株
）の

環
境
へ
の
取
り
組
み

サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン（
株
）岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
環
境
へ
の
取
り
組
み

21
世
紀
・
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て

20
世
紀
の
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
量
に
消
費
す
る
社
会
経
済
の
仕
組
み
は
、
地
球
温
暖
化
、
廃
棄
物
問
題
な
ど
深
刻
な
環
境
問
題
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
持
続

可
能
な
社
会
へ
と
そ
の
岐
路
に
立
つ
21
世
紀
。
住
民
・
企
業
・
行
政
す
べ
て
が
地
球
環
境
保
全
の
視
点
を
重
要
な
課
題
と
し
て
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
産
、
流
通
、
消
費
、
廃
棄
等
の
社
会
活
動
の
全
段
階
を
通
じ
て
、
省
資
源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

廃
棄
物
の
削
減
・
再
資
源
化
を
よ
り
一
層
効
率
的
に
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

21
世
紀
が
ス
タ
ー
ト
し
た
新
年
度
は
、「
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
幅
広
い
分
野
に
目
を
向
け
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
回
は
、
酒
類
業
界
の
中
か
ら
地
元
に
工
場
の
あ
る
「
サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン（
株
）岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
」
と
「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）岡
山
工
場
」
を
取
材
し
、
循
環
型
社

会
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス：

自
ら
の
環
境
方
針
、
目
的
及
び
目
標
に
基
づ
い
て
、
組
織

が
行
う
環
境
側
面
の
管
理
に
関
す
る
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
測
定
可
能
な
結

果
。



進
』・『
用
水
使
用
量
の
削
減
』・『
廃
棄
物
（
再
資
源
化

物
）
の
削
減
』
の
環
境
目
的
・
目
標
の
達
成
に
取
り
組

み
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
後
も
、
継
続
的
に
改
善
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ワ
イ
ン
づ
く
り
は
環
境
に
や
さ
し
い
業
種

で
す
が
、
水
を
よ
く
使
い
ま
す
。
設
備
導
入
時
に
、
ビ

ン
の
予
備
洗
浄
に
再
利
用
し
た
水
が
使
え
る
設
備
を
採

用
し
た
り
、
社
員
提
案
制
度
に
よ
り
水
の
削
減
を
呼
び

か
け
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
結
果
、
用
水
使
用

量
を
３
カ
年
で
年
間
１，

０
０
０
ｔ
減
ら
そ
う
と
い
う

目
標
に
対
し
、
２
年
目
で
４，

０
０
０
ｔ
削
減
を
達
成

し
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
と
い
う

目
標
を
も
う
１
つ
の
軸
に
し
て
廃
水
処
理
に
も
厳
し
い

自
主
基
準
を
設
け
、
自
主
基
準
超
過
件
数
年
５
件
以
下

と
い
う
目
標
を
去
年
は
１
件
だ
け
と
高
い
水
準
で
達
成

し
て
い
ま
す
。
再
資
源
化
委
託
、
分
析
等
、
環
境
保
全

に
か
か
る
コ
ス
ト
は
平
成
１３
年
度
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
予

算
で
約
７
５
０
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

新
た
に
３
カ
年
計
画
『
平
成
１３
〜
１５
年
岡
山
ワ
イ
ナ
リ

ー
環
境
目
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
』を
作
成
し
、

『
グ
リ
ー
ン
調
達
の
推
進
』
な
ど
目
標
の
達
成
に
社
員

一
同
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

ま
た
、
環
境
方
針
策
定
の
際
に
は
、
県
や
赤
坂
町
に

地
域
へ
の
影
響
や
要
望
等
の
調
査
を
行
う
な
ど
、
地
域

に
密
着
し
た
環
境
保
全
活
動
に
努
め
る
と
共
に
、
工
場

見
学
者
へ
の
環
境
保
全
ピ
ー
ア
ー
ル
活
動
な
ど
も
行
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

環　　　 境

廃
棄
物
・
副
産
物
の
再
資
源
化
に
取
り
組
み
、
脱
水
汚

泥
、
金
属
屑
、
葡
萄
か
す
、
ケ
イ
ソ
ウ
土
、
滓
（
オ
リ
）

に
つ
い
て
は
操
業
開
始
か
ら
１
０
０
％
再
資
源
化
を
実

現
。
１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
４
月
末
に
は
紙
屑
、

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
そ
の
他
に
つ
い
て
も
１
０
０
％
再

資
源
化
を
実
現
し
ま
し
た
。

ワ
イ
ン
の
製
造
は
、
ぶ
ど
う
や
酵
母
に
内
在
す
る
酵

素
の
働
き
を
有
効
に
利
用
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
の
産

業
。
ま
た
、
農
産
物
を
原
料
と
し
て
い
る
た
め
有
害
物

質
と
の
関
わ
り
が
少
な
く
、
ワ
イ
ン
製
造
に
伴
う
副
産

物
は
堆
肥
、
製
鉄
原
料
、
製
紙
原
料
、
高
炉
還
元
剤
な

ど
に
再
資
源
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
は
１２
区
分
、
２３
分
類
に
分
別
し
、
さ
ら
に
各

職
場
で
は
計
約
８０
分
別
を
基
準
と
し
て
徹
底
・
定
着
を

図
っ
て
い
ま
す
。
廃
棄
物
集
積
所
は
社
員
公
募
に
よ
り

「
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
」
と
命
名
。
再
資
源
化
に
向

け
て
、
汚
泥
脱
水
機
、
プ
レ
ス
機
等
の
減
容
化
設
備
も

整
備
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
廃
棄
物
は
再
資
源
化
さ
れ

た
利
用
先
ま
で
調
査
。
例
え
ば
汚
泥
は
バ
ー
ク
堆
肥
に

生
ま
れ
変
わ
り
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
販
売
さ
れ
た
り
、

日
本
道
路
公
団
の
緑
化
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
口
副
課
長
に
、
今
後
の
目
標
と
課
題
に
つ
い
て
お

聞
き
し
ま
し
た
。

「
サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン（
株
）岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
、

１
９
９
９
年
（
平
成
１１
年
）
１
月
よ
り
予
備
環
境
調
査

を
実
施
し
、
社
内
外
教
育
や
環
境
方
針
策
定
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
、
内
部
環
境
監
査
な
ど
を
通
し
て
環
境
目

的
・
環
境
目
標
を
設
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、『
平
成

１１
年
〜
平
成
１３
年
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー
環
境
目
的
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
沿
っ
て
『
水
質
保
全
の
推

所　在　地…岡山県赤磐郡赤坂町東軽部1556
操 業 開 始…1984年6月（会社創業…1974年山梨県勝沼町）
敷 地 面 積…48，658㎡
従 業 員 数…46名
製 造 能 力…170万函/年（１函＝720P×12本）
主な出荷先…サッポロビール!
主な製造品種…サッポロワイン「ポレール」（約70品種）、

ブランデー、スピリッツ、リキュール類
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す
。
こ
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
、
岡
山
工
場
で
は
１
９

９
９
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
を
取
得
し
ま
し

た
。」
キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）で
は
、
１
９
９
８
年
に
全

ビ
ー
ル
工
場
で
「
再
資
源
化
率
１
０
０
％
」
を
達
成
。

１
９
９
９
年
に
全
ビ
ー
ル
工
場
で
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１

の
認
証
を
取
得
し
た
そ
う
で
す
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）で
い
う
再
資
源
化
１
０
０
％
と

は
、
工
場
か
ら
不
要
の
も
の
と
し
て
排
出
さ
れ
る
全
て

の
も
の
が
資
源
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、

「
埋
め
立
て
ゼ
ロ
」「
単
な
る
焼
却
ゼ
ロ
」
を
め
ざ
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、「
発
生
量

の
削
減
」「
徹
底
し
た
分
別
収
集
」「
再
生
先
の
飽
く
な

き
開
拓
」
を
課
題
と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
神
代
部
長

補
佐
に
岡
山
工
場
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
し
た
。

「
ビ
ー
ル
工
場
で
は
、
原
料
の
副
産
物
の
ほ
か
に

様
々
な
廃
棄
物
が
出
ま
す
。
同
じ
材
質
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
で
も
加
工
の
仕
方
や
形
に
よ
っ
て
分
別
の
仕
方
が
違

っ
た
り
、
金
属
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
混
合
品
も
あ
り
、

分
別
の
徹
底
は
非
常
に
複
雑
で
す
。
ど
う
し
た
ら
分
か

り
や
す
く
徹
底
で
き
る
か
、
職
場
の
発
生
場
所
で
の
分

別
収
集
の
工
夫
と
し
て
、
分
別
収
集
を
分
か
り
や
す
く

明
示
し
た
見
本
を
作
り
、
分
別
徹
底
を
そ
こ
か
ら
始
め

て
い
き
ま
し
た
。」
と
言
わ
れ
、
業
界
５
社
で
規
格
の

統
一
を
図
っ
た
び
ん
や
Ｐ
箱
の
リ
サ
イ
ク
ル
は
取
り
組

み
や
す
か
っ
た
も
の
の
、「
徹
底
し
た
分
別
収
集
」
や

「
再
生
先
の
開
拓
」
の
た
め
、
再
資
源
化
１
０
０
％
を

達
成
す
る
に
は
１
年
以
上
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
岡
山
工
場
で
は
大
規
模
な
氷
蓄
熱
シ
ス
テ
ム

を
全
国
の
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
の
中
で
初
め
て
採
用
。

夜
間
電
力
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ア
イ
ス
を
製
造
し
、
昼
間

に
そ
の
冷
熱
蓄
熱
分
を
消
費
す
る
運
転
に
よ
り
、
電
力

使
用
の
平
準
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ー
ル
自
体
が
自
然
の
も
の
で
、
ビ
ー
ル
の
中
身
は

自
然
に
戻
る
も
の
で
す
。
副
産
物
の
ビ
ー
ル
粕
は
飼
料

に
、
発
酵
・
熟
成
の
余
剰
酵
母
は
健
康
食
品
に
、
ろ
過

の
際
に
発
生
す
る
廃
棄
ケ
イ
ソ
ウ
土
は
土
壌
改
良
材
な

ど
に
再
資
源
化
さ
れ
ま
す
。

１
９
９
９
年
度
岡
山
工
場
で
は
、
年
間
総
計
６
１，

９
３
１
ｔ
が
再
資
源
化
さ
れ
、
そ
の
う
ち
マ
テ
リ
ア
ル

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
た
も
の
が
９
９
・
９
２
％
（
飼
料
・

吉
井
川
の
そ
ば
に
広
が
る
瀬
戸
町
の
田
園
地
帯
に
、

白
い
巨
大
な
建
物
の
キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）岡
山
工
場
が

あ
り
ま
す
。
岡
山
工
場
総
務
担
当
の
神
代
嘉
寿
雄
部
長

補
佐
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

「
キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）岡
山
工
場
は
、
中
国
・
四
国

地
方
の
配
送
拠
点
と
し
て
、
１
９
７
２
年
（
昭
和
４７
年
）

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。当
時
は
宇
高
連
絡
船
の
時
代
で
、

四
国
へ
の
配
送
は
船
で
し
た
。
中
国
地
方
に
は
以
前
、

広
島
工
場
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
『
キ
リ
ン
ビ
ー
ル

（
株
）岡
山
工
場
広
島
ブ
リ
ュ
ー
ワ
リ
ー
』
と
し
て
、
樽

詰
生
ビ
ー
ル
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
岡
山
工
場
の
製
造

能
力
は
３
１
・
６
万
s
で
、
全
国
に
１１
工
場
あ
る
キ
リ

ン
ビ
ー
ル（
株
）全
体
の
約
１１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
現

在
、
主
な
製
造
品
種
の
ほ
か
、
オ
ー
ル
ア
ル
ミ
ボ
ト
ル

缶
の
ビ
ー
ル
の
製
造
を
フ
ル
体
制
で
行
っ
て
い
ま
す
。

オ
ー
ル
ア
ル
ミ
ボ
ト
ル
缶
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
優
等
生

で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
よ
う
に
フ
タ
が

で
き
る
こ
と
か
ら
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
キ
リ

ン
ビ
ー
ル（
株
）で
は
、
１
９
２
３
年
（
大
正
１２
年
）
か

ら
排
水
処
理
設
備
を
導
入
す
る
な
ど
、
早
く
か
ら
環
境

問
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
り
、
業
界
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
的
な
存
在
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
１
９

６
６
年
（
昭
和
４１
年
）
に
、
そ
れ
ま
で
ビ
ー
ル
び
ん
２０

本
を
入
れ
て
い
た
木
箱
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
通
い
箱

（
Ｐ
箱
）
を
業
界
で
初
め
て
導
入
し
、
規
格
の
統
一
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
重
ね
ら
れ
る
し
、
軽
く
て
丈
夫
な

Ｐ
箱
は
、
業
界
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
が
進
む
の
に

役
立
ち
、
一
括
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
も
し
や
す
く
な
り
ま

し
た
。
Ｐ
箱
は
パ
レ
ッ
ト
に
、
パ
レ
ッ
ト
は
パ
レ
ッ
ト

に
再
生
で
き
る
う
え
に
、
耐
用
年
数
も
長
い
た
め
、
森

林
保
護
に
も
役
立
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。
キ
リ
ン
グ

ル
ー
プ
で
は
「
地
球
環
境
の
保
全
」
を
最
重
要
課
題
の

一
つ
と
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
事
業

活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、
環
境
保
全
施
策
を

内
在
化
さ
せ
た
取
り
組
み
を
継
続
的
に
推
進
し
て
い
ま

環　　　 境

所　在　地…岡山県赤磐郡瀬戸町万富678 
操 業 開 始…1972年（昭和47年）
敷 地 面 積…37万㎡（約11万坪）
従 業 員 数…約380名
製 造 能 力…31.6万S（キリン社全体の約11％）
主な出荷先…中国、四国、兵庫西部
主な製造品種…ラガー、一番搾り、淡麗

発生場所での分別収集風景。分別を徹底するために、
いろいろな例が掲示してあります。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）岡
山
工
場

キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）岡
山
工
場
の

環
境
へ
の
取
り
組
み



環　　　 境

健
康
食
品
原
料
３
５，

１
２
４
ｔ

、

肥
料
・
堆
肥
原
料
４，

８
４
４
ｔ
、
再

生
原
料
２
１，

９
１
４
ｔ
）
で
、
熱
回

収
用
原
料
と
し
て
サ
ー
マ
ル
リ
サ
イ
ク

ル
さ
れ
た
も
の
は
０
・
０
８
％（
４９
ｔ
）

で
し
た
。
ビ
ー
ル
び
ん
の
ラ
ベ
ル
ま
で

回
収
さ
れ
ま
す
が
、
水
に
濡
れ
て
も
は

が
れ
な
い
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
た
め

（
濡
れ
た
ラ
ベ
ル
面
を
お
客
様
が
持
ち
、

ス
ル
ッ
と
下
に
落
ち
て
ケ
ガ
を
し
な
い

よ
う
に
）、
回
収
の
際
に
は
剥
が
す
の

が
大
変
な
の
だ
そ
う
で
す
。
集
め
ら
れ

た
ラ
ベ
ル
か
す
は
古
紙
回
収
さ
れ
、
再

資
源
化
さ
れ
ま
す
。

岡
山
工
場
の
環
境
保
全
コ
ス
ト
は
、
２
０
０
０
年
上

期
試
算
で
総
コ
ス
ト
２
億
５，

２
０
０
万
円
。
年
間
で

試
算
す
る
と
約
５
億
円
に
な
り
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、

公
害
防
止
コ
ス
ト
（
排
水
処
理
費
用
）
が
４２
％
、
廃
棄

物
関
連
作
業
・
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
（
廃
棄
物
委
託
作

業
費
・
処
理
費
用
）
が
３６
％
、
地
球
環
境
保
全
コ
ス
ト

（
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
）
が
１５
％
、
そ
の
他
環
境
保
全

に
関
す
る
コ
ス
ト
（
汚
染
負
荷
量
賦
課
金
）
が
４
％
な

ど
。
ト
ー
タ
ル
で
試
算
す
る
と
、
売
上
げ
の
約
０.５
％
が

環
境
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
そ

う
で
す
。

キ
リ
ン
ビ
ー
ル（
株
）で
は
、「
リ
サ
イ
ク
ル
」「
教

育
・
啓
発
」「
作
業
環
境
の
改
善
」「
用
水
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
効
率
的
利
用
」「
副
産
・
廃
棄
物
の
排
出
抑
制
」

「
公
害
防
止
」「
技
術
開
発
」「
温
室
効
果
ガ
ス
等
の
負

荷
の
抑
制
」「
自
然
環
境
の
保
全
」
の
９
つ
の
項
目
に

つ
い
て
き
ち
ん
と
対
策
を
実
施
し
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
「
環
境
保
全
状
況
点
検
シ
ス
テ
ム
」
を
構
築
し
、

全
工
場
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
「
技
術
開
発
」

で
は
、
び
ん
や
缶
は
軽
量
化
す
る
こ
と
で
省
資
源
、
省

エ
ネ
、
ＣＯ２
な
ど
の
抑
制
に
貢
献
す
る
た
め
、
ビ
ー
ル
び

ん
で
は
従
来
の
び
ん
よ
り
２１
％
軽
い
軽
量
リ
タ
ー
ナ
ブ

ル
ビ
ン
を
開
発
。
２
０
０
３
年
に
は
大
び
ん
の
全
量
軽

量
化
を
達
成
す
る
予
定
で
す
。
ア
ル
ミ
缶
の
軽
量
化
に

つ
い
て
は
、
缶
蓋
の
口
径
を
小
さ
く
し
、
以
前
と
比
較

し
て
２６
％
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

21世紀・循環型社会の形成をめざして

 ビールケース（P箱）�

木パレット�

段ボール�

ろ過フィルター�

PPバンド�

PE結束用ひも�

缶ぶた包装紙�

アルミ缶�

生ビール樽�

 カレット（びんくず）�

ラベル粕�

王冠栓�

ケイソウ土�

 余剰酵母（乾燥酵母）�

乾燥…モルティ�

脱水…モルトレージ�

生粕…モルトフィード�

 フレコンバック（搬送用袋）�

原料集塵くず�

ポリ袋�

PPバンド�

段ボール�

アルミ袋�

●飼料・土壌改良材�

●飼料�

●飼料・きのこ培地�

●土壌改良材�

●段ボール紙原料�

●燃料チップ・浴場燃料�

●プラスチックパレット�
  （Pパレット）原料�

●飼料・健康食品�

ビール粕�

原料�

製麦�

仕込み�

出荷�

検査�

発酵�

貯蔵�

ろ過�

空きびん検査�

洗びん�

缶詰め�
びん詰め�
樽詰め�

●アルミ地金�

●段ボール紙原料�
�

●製鉄高炉還元材�
  （コークス代替）�

●土壌改良材�

●モルティ梱包・搬送用袋�

�

●ステンレス地金�

●アルミ地金�

●段ボール紙原料�

�

●製鉄高炉還元材�
  （コークス代替）�

排出される物� 新しいかたちで再利用�

●製鉄原料�

●段ボール紙原料�

●ビールびん原料�

環境への取り組みの歴史

●キリンビール!の環境への取り組み
1923年　排水処理設備導入　
1966年　プラスチック箱（Ｐ箱）を開発、業界初めての導入　
1973年　副産・廃棄物の分別収集・再資源化の組織的推進
1974年　工場・研究所に環境整備室を設置
1984年　廃棄Ｐ箱を原料としたプラスチックパレットを開発・導入
1991年　社会環境部設置、地球環境問題の取り組み基本方針を制定
1993年　93年度「環境報告書」を作成
1994年　横浜工場他4工場が再資源化率100％を達成　
1995年　第4回「地球環境大賞グランプリ」を受賞
1997年　北陸工場がISO14001認証取得（国内食品業界初）
1998年　全ビール工場で再資源化率100％を達成
1999年　全てのビール工場でISO14001取得完了

軽量リターナブルビン全国で導入

今
回
初
め
て
民
間
企
業
を
取
材
し
ま
し
た
。
ワ
イ

ン
、
ビ
ー
ル
と
製
品
の
種
類
は
違
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら

の
場
合
も
事
業
活
動
が
環
境
へ
の
負
荷
を
与
え
な
い
よ

う
、
企
業
責
任
と
し
て
き
め
細
か
く
環
境
保
全
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

資
源
循
環
型
社
会
と
い
う
と
、
副
産
物
や
廃
棄
物
の

１
０
０
％
再
資
源
化
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
な
く
、
用
水
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
省
資
源
・
効
率
利

用
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
、
技
術
開
発
な
ど
、

す
べ
て
が
環
境
保
全
や
循
環
型
社
会
の
構
築
へ
と
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
環
境
担
当
の
部
署
だ
け
が

が
ん
ば
っ
て
も
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
社
員

全
員
で
地
球
環
境
保
全
の
視
点
を
持
っ
て
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
実
現
で
き
な
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
、

き
れ
い
な
水
は
森
づ
く
り
か
ら
と
植
林
を
し
た
り
、
環

境
教
育
や
啓
蒙
に
力
を
注
ぐ
な
ど
、
利
益
の
追
求
だ
け

で
は
な
い
大
き
な
視
野
で
の
社
会
的
使
命
が
果
た
さ
れ

て
い
ま
す
。
グ
ラ
ス
１
杯
の
ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
に
も
、

そ
の
背
景
に
は
環
境
へ
の
様
々
な
取
り
組
み
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。



そ
の
よ
う
な
中
、
岡
山
市
に
は
、
市
の
中
心
部
に
２

５
８
©
も
の
広
大
な
山
・
森
林
が
広
が
る
「
操
山
」
が

あ
り
ま
す
。
操
山
は
古
く
か
ら
人
々
と
関
わ
り
、
今
で

も
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
い
る
里
山
で
す
。
平
成
１１

年
に
は
、
全
国
初
の
里
山
を
テ
ー
マ
に
し
た
拠
点
施
設

「
操
山
公
園
里
山
セ
ン
タ
ー
」
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

操
山
に
つ
い
て
、
岡
山
市
都
市
整
備
局
公
園
緑
地
部
緑

化
推
進
課
緑
化
推
進
係
の
小
林
秀
世
係
長
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

「
自
然
を
残
す
と
い
う
と
何
も
手
を
加
え
な
い
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
が
、
里
山
は
手
を
加
え
る
こ
と
で
人
と

自
然
が
共
存
し
て
き
ま
し
た
。
里
山
は
森
や
林
だ
け
で

な
く
、
田
ん
ぼ
や
畑
、
小
川
、
池
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な

環
境
を
含
め
て
多
様
な
生
き
物
を
育
み
、
ま
た
、
薪
や

炭
、
落
ち
葉
な
ど
様
々
な
恵
み
を
与
え
て
く
れ
て
い
ま

環　　　 境

か
つ
て
は
、
農
村
周
辺
の
山
や
森
林
は
、
薪
や
柴
を

取
っ
た
り
、
炭
を
焼
い
た
り
、
落
ち
葉
を
か
い
て
肥
料

に
し
た
り
、
山
菜
を
採
っ
た
り
と
、
日
々
の
暮
ら
し
や

農
作
業
が
繰
り
返
さ
れ
、
人
々
の
生
活
と
密
接
に
結
び

つ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
人
の
暮
ら
し
の
ま
わ

り
に
は
多
様
な
生
物
が
棲
み
、
豊
か
な
自
然
が
保
た
れ

て
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
昭
和
３０
年
代
以
降
、
燃
料
革
命
と
も
い

う
べ
き
、
薪
や
炭
か
ら
ガ
ス
・
電
気
な
ど
の
化
石
燃
料

へ
の
交
替
が
起
こ
り
、
ま
た
、
化
学
肥
料
の
普
及
に
よ

り
、
農
村
周
辺
の
山
・
森
林
が
生
み
出
す
肥
料
と
燃
料

供
給
の
役
割
は
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。さ
ら
に
、

人
口
の
都
市
移
動
に
よ
る
過
疎
化
な
ど
で
農
村
周
辺
の

山
や
森
林
は
放
置
さ
れ
る
一
方
、
市
街
地
近
郊
で
は
宅

地
開
発
な
ど
が
進
み
ま
し
た
。
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�

自然休養林入山口�
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�
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●�
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盛徳院�
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天台寺�

曹源寺�

恩徳寺�

高倉山古墳�
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経　古墳�

深田神社�

岩間権現宮�岩間権現宮�
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�
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�

県道
岡山
牛窓
線�

国道2号
線�

百
間
川�

ふれあいの辻�
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野
に
も
山
に
も
草
木
が
芽
吹
き
、
生
命
の
躍
動
を
感
じ
る
季
節
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の

作
業
が
始
ま
る
と
、
生
き
も
の
た
ち
の
動
き
も
活
発
に
な
り
ま
す
。
岡
山
県
に
は
、
田
ん
ぼ
や
畑
、

そ
し
て
そ
の
裏
山
と
い
っ
た
風
景
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
ま
す
。「
里※

山
」
は
、
そ
の
よ
う
な
人
の
暮

ら
し
の
身
近
に
あ
る
自
然
で
す
。
日
本
の
原
風
景
で
あ
り
、
日
本
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
と
も
い
え

る
里
山
。
人
の
暮
ら
し
が
変
化
し
、
里
山
と
の
関
わ
り
も
少
な
く
な
っ
た
今
、
そ
の
重
要
性
が
見
直

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
岡
山
市
街
地
に
あ
り
な
が
ら
豊
か
な
自
然
を
残
す
「
操
山
」
と
、
里
山

の
自
然
や
文
化
に
親
し
む
新
拠
点
「
操
山
公
園
里
山
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
取
材
し
ま
し
た
。

※
里
山：

人
里
近
く
に
あ
っ
て
人
々
の
生
活
と
結
び
つ
い
た
山
・
森
林
〈
広
辞
苑
〉

社
会
の
変
化
と
里
山

自
然
が
残
る
操
山



全
国
の
大
都
市
の
中
で
、
都
市
中
心
部
（
岡
山
駅
）

か
ら
３
d
以
内
に
、
こ
れ
だ
け
の
緑
地
が
存
在
す
る
都

市
は
ご
く
わ
ず
か
。
操
山
に
こ
れ
ほ
ど
豊
か
な
自
然
が

残
さ
れ
て
き
た
理
由
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
操
山
に
は
古
墳
や
史
跡
が
数
多
く
あ
る
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
操
山
の
北
側
に
は
弥
生
時
代
の
百
間
川

遺
跡
が
あ
り
、
古
く
か
ら
人
々
と
の
関
わ
り
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
山
域
全
体
に
４
世
紀
か
ら

７
世
紀
に
か
け
て
の
数
多
く
の
古
墳
が
散
在
し
て
お

り
、
調
査
し
て
あ
る
だ
け
で
も
１
５
０
基
、
中
に
は
前

方
後
円
墳
で
県
下
４
番
目
の
大
き
さ
の
金
蔵
山
古
墳
が

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
た
安
住

院
や
恩
徳
寺
、
江
戸
時
代
に
は
池
田
家
の
菩
提
寺
と
し

て
建
立
さ
れ
た
曹
源
寺
な
ど
歴
史
的
な
観
点
か
ら
も
貴

重
な
文
化
財
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
操
山
の
主

環　　　 境

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
人
の
暮
ら
し
の
営
み
は

里
山
の
自
然
に
と
っ
て
も
良
い
環
境
で
し
た
。例
え
ば
、

炭
を
作
る
た
め
に
森
を
な
く
す
の
で
は
な
く
、
十
数
年

経
っ
た
木
を
伐
採
し
て
も
切
り
株
か
ら
の
ひ
こ
ば
え
を

育
て
、
森
を
残
し
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
薪
や
炭
を
燃

料
に
す
る
こ
と
も
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
里
山
の
環
境

保
全
機
能
や
野
生
生
物
の
保
全
機
能
、
緑
地
機
能
な
ど

が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
操
山
は
市
街
地
に
あ
り
な
が

ら
手
近
な
自
然
が
残
っ
て
お
り
、
自
然
に
親
し
ん
で
い

た
だ
く
に
は
最
適
な
里
山
で
す
。
岡
山
市
で
は
、
そ
の

よ
う
な
操
山
を
環
境
の
保
全
と
、
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
国
の
リ※

ー
デ
ィ

ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
『
地
域
の
環
境
と
調

和
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
』
の
指
定
を
受
け
、
園

路
な
ど
の
再
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
集
大
成

と
し
て
完
成
し
た
の
が
『
操
山
公
園
里
山
セ
ン
タ
ー
』

で
す
。」
と
言
わ
れ
、
全
国
的
に
も
モ
デ
ル
と
な
る
よ

う
な
役
割
を
持
っ
た
こ
の
新
拠
点
で
は
、
野
外
体
験
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
新
た
な
里
山
の

価
値
を
創
造
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

※
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト：

地
方
公
共
団
体
等
が
実

施
す
る
21
世
紀
を
展
望
し
た
先
導
的
な
地
域
づ
く
り
の
取
り
組

み
に
対
す
る
国
の
積
極
的
な
支
援
措
置
。
そ
の
計
画
に
は
全
国

的
に
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
先
導
性
が
求
め
ら
れ
る
。

な
所
有
者
は
国
・
岡
山
市
・
民
有
・
社
寺
で
、
特
に
操

山
の
中
心
部
で
あ
る
国
有
林
は
、
全
国
で
９１
カ
所
、
中

国
地
方
に
は
４
カ
所
し
か
な
い
「
自
然
休
養
林
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
操
山
が
日
本
三
名
園
の

一
つ
、
後
楽
園
の
借
景
で
あ
る
こ
と
か
ら
後
楽
園
背
景

保
全
地
区
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。」

と
い
う
こ
と
で
、
豊
か
な
自
然
が
残
さ
れ
て
き
た
操
山

に
は
、
例
え
ば
４
３
０
種
の
植
物
、
５８
種
の
鳥
類
な
ど

が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
岡
山
市
全
体
の
１
％
に
も
満
た

な
い
面
積
に
、
岡
山
市
で
記
録
さ
れ
て
い
る
三
分
の
一

か
ら
四
分
の
一
の
動
植
物
が
生
息
（
操
山
公
園
自
然
環

境
調
査
報
告
書
）
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
操
山
の
自
然
に
親
し
む
新
拠
点
施
設
「
操

山
公
園
里
山
セ
ン
タ
ー
」
を
訪
ね
、
操
山
を
歩
い
て
み

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

国
道
２
号
線
の
百
間
川
橋
を
渡
り
、
看
板
に
沿
っ
て

行
く
と
、
民
家
の
並
ぶ
中
に
田
ん
ぼ
や
畑
、
た
め
池
な

ど
、
の
ど
か
な
風
景
が
広
が
る
中
、
操
山
公
園
里
山
セ

ン
タ
ー
に
着
き
ま
し
た
。

（
財
）
岡
山
市
公
園
協
会
操
山
公
園
里
山
セ
ン
タ
ー

の
武
部
秀
夫
主
査
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
春

の
操
山
を
歩
い
て
み
ま
す
。

芽
吹
き
を
待
つ
背
の
高
い
木
々
の
枝
を
通
し
て
、
雑

木
林
の
中
は
明
る
い
陽
ざ
し
が
差
し
込
ん
で
い
ま
す
。

柔
ら
か
い
緑
が
美
し
い
中
位
の
高
さ
の
木
、
そ
し
て
笹

の
葉
、
シ
ダ
類
と
様
々
な
草
木
が
茂
る
中
、
落
ち
葉
を

踏
み
し
め
な
が
ら
歩
道
を
登
っ
て
い
き
ま
す
。
か
つ
て

ア
カ
マ
ツ
の
林
だ
っ
た
操
山
に
は
、
今
は
ア
ベ
マ
キ
や

コ
ナ
ラ
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
、
大
き
な
緑
の
葉
が
茂

っ
て
い
る
の
は
カ
ク
レ
ミ
ノ
の
木
、
と
武
部
さ
ん
が
説

明
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
木
々
を
よ
く
見

る
と
樹
皮
の
模
様
が
違
っ
て
い
た
り
、
ス
エ
ヒ
ロ
ダ
ケ

つくし

里山は多様な生きものの住みかであり、人々の心と体に
潤いを与えてくれる。

曹源寺
岡山藩主池田家の菩提
寺として1698年（元禄
11年）に完成した禅宗
の寺院。国の史跡に指
定されている。梵鐘は岡
山市の重要文化財指定。

安住院
奈良時代に報恩大師が建立した備前48ケ寺のひとつといわれる。多宝塔「みか
えリの塔」は岡山藩主池田綱政が後楽園の借景として建築。県重要文化財指定。
「瓶
みか

井
い

の赤門」も県重要文化財指定。

金
かな

蔵
くら

山
やま

古
こ

墳
ふん

操山古墳群最大の前方後円
墳。4世紀から5世紀初めに
造られたと推定される。吉
備地方では造山、作山、両
宮山に次いで4番目の大き
さ（全長165m、前方部巾
72m、高さ15.5m。後円
部径100m、高さ18m ）。

操
山
の
歴
史
と
文
化

操
山
と
操
山
公
園
里
山
セ
ン
タ
ー

操山公園里山センターのある沢田の里。雑木林、竹林、
畑、ため池などの里山の景観が残されている。竹の子、
柿（フユウガキ）の産地。



台
古
墳
は
明
治
末
期
ま
で
、
大
阪
の
米
相
場
を
旗
振
り

信
号
で
中
継
す
る
信
号
台
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。

武
部
さ
ん
は
「
里
山
は
人
が
手
を
加
え
た
自
然
で
、

環
境
の
循
環
サ
イ
ク
ル
に
合
っ
て
い
ま
し
た
。
燃
料
革

命
が
起
こ
り
、
人
の
手
が
加
わ
ら
な
く
な
っ
て
里
山
は

荒
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
自
然
観
察
や
森
林
浴
と
い

っ
た
別
の
視
点
か
ら
里
山
を
利
活
用
す
る
こ
と
で
、
人

が
関
わ
り
合
い
を
持
っ
た
山
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
操
山
は
後
楽
園
の
約
２０
倍
の
広
さ
が
あ
り
、
標
高

１
３
０
ｍ
〜
１
７
０
ｍ
の
山
々
が
東
西
に
連
な
る
丘
陵

地
で
す
。い
ろ
ん
な
所
か
ら
登
れ
る
の
も
魅
力
の
一
つ
。

も
っ
と
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

ね
。」
と
言
わ
れ
ま
す
。

ゆ
っ
く
り
歩
い
て
１
時
間
程
の
コ
ー
ス
で
し
た
が
、

す
が
す
が
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

操
山
の
東
西
を
ず
っ
と
歩
く
と
約
１
日
か
け
て
楽
し
め

る
そ
う
で
す
。
武
部
さ
ん
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
Ｋ※

２
の
登
頂

に
成
功
し
た
世
界
で
も
数
少
な
い
登
山
者
の
一
人
。
山

を
登
る
時
も
下
り
る
時
も
、
ゴ
ミ
一
つ
見
逃
さ
ず
に
拾

っ
て
歩
か
れ
る
姿
が
印
象
的
で
す
。
小
さ
な
ゴ
ミ
で
も

自
然
環
境
に
大
き
な

負
担
を
か
け
る
こ
と

に
な
る
と
か
。
利
用

者
の
マ
ナ
ー
の
向
上

が
課
題
と
も
言
わ
れ

ま
す
。
平
成
１２
年
度

に
４
回
行
わ
れ
た
ゴ

ミ
清
掃
で
は
、
総
勢

２
０
３
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
り
６
４

８
・
７
o
も
の
ゴ
ミ

が
回
収
さ
れ
た
そ
う

で
す
。

※
Ｋ
2
…
カ
ラ
コ
ル
ム
山
脈
の
中
央
に
あ
る
世
界
第
2
位
の
高
峰
。
標
高
8
6
1
1
ｍ
。

操
山
公
園
里
山

セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
、
（
財
）
岡
山

市
公
園
協
会
操
山

公
園
里
山
セ
ン
タ

ー
の
高
岩
　
剛
所

長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

「
操
山
は
、
岡
山
市
街
地
の
中
に
あ
り
な
が
ら
古
墳

や
神
社
仏
閣
な
ど
数
多
く
の
歴
史
的
な
施
設
が
あ
る
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
豊
か
な
自
然
が
い
い
形
で
残
っ
て

い
る
里
山
で
す
。『
操
山
公
園
里
山
セ
ン
タ
ー
』
は
、

そ
の
よ
う
な
操
山
の
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
ま
た
、
人
と

自
然
が
調
和
し
て
き
た
里
山
の
暮
ら
し
に
親
し
む
中

で
、
自
然
の
大
切
さ
や
環
境
保
全
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
き
っ
か
け
づ
く
り
の
場
と
な
る
よ
う
整
備
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
１１
年
１１
月
２５
日
に
開
園
し
て
以
来
、
当

初
の
予
想
を
大
き
く
上
回
る
利
用
状
況
で
、
平
成
１２
年

度
（
平
成
１３
年
３
月
末
現
在
）
は
２
万
７，

９
７
２
人

と
い
う
キ
ノ
コ
が

生
え
た
古
い
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
の
木
が
あ

っ
た
り
と
通
り
過

ぎ
て
し
ま
い
そ
う

な
自
然
の
営
み
に

つ
い
て
も
詳
し
く

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
知
識
が
あ
る
と
、

た
だ
歩
く
楽
し
み
だ
け
で
な
く
、
目
に
す
る
も
の
一
つ

ひ
と
つ
に
欲
張
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
こ
か
ら

と
も
な
く
聞
こ
え
る
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
も
よ
く
聞
く

と
い
ろ
い
ろ
違
っ
て
い
て
、
ヒ
ッ
ヒ
ッ
ヒ
ッ
と
い
う
鳴

き
声
の
先
に
は
冬
の
渡
り
鳥
、
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
の
姿
を

見
か
け
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
園
路
の
あ
ち
こ
ち
に

は
「
知
っ
て
る
？
」
と
い
う
案
内
板
が
あ
り
、
操
山
に

つ
い
て
の
ミ
ニ
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
う
れ

し
い
心
配
り
で
す
。
ツ
バ
キ
の
木
が
た
く
さ
ん
生
え
た

「
ふ
れ
あ
い
の
辻
」
か
ら
さ
ら
に
登
っ
て
い
く
と
、
ま

だ
固
い
つ
ぼ
み
を
つ
け
た
コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
や
ネ

ジ
キ
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
春
に
は
操
山
は
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
花
々
が
次
々
に
咲
き
、
色
と
り
ど

り
の
色
で
賑
や
か
に
な
る
そ
う
で
す
。
し
ば
ら
く
歩
く

と
青
空
が
開
け
、「
旗
振
台
古
墳
」
に
着
き
ま
し
た
。

こ
こ
か
ら
は
岡
山
平
野
や
児
島
湾
、
瀬
戸
内
海
が
一
望

で
き
、
遠
く
に
は
小
豆
島
の
島
影
も
見
え
ま
す
。
旗
振

環　　　 境

自然案内人　武部秀夫さん。野外活
動やボランティア活動を担当。

操山公園里山センター
高岩　剛所長

旗振台古墳からの眺め。旗振り信号で米相場を中継するほど展望がよい。

スエヒロダケが生え
たヤマザクラ。

コバノミツバツツジ



が
来
館
さ
れ
、
そ
の
約
３
割
が
学
校
の
総
合
的
学
習
な

ど
の
団
体
で
の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ

ー
は
操
山
を
訪
れ
る
人
の
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
い
う

役
割
だ
け
で
な
く
、
年
間
５０
件
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
自
然
体
験
学
習
（
野
外
体
験
学
習
）
施
設
と
し
て
の

役
割
も
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
『
感
動
共
有
』
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
自
主
的
な

企
画
に
よ
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。
自
由
な
雰
囲
気
の
中
で
一
人
で
も
多
く
の
方

に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
何
か
の
感
動
を
持
っ
て
帰
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
の
こ
と
で
、

気
軽
に
利
用
で
き
る
セ
ン
タ
ー
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て

き
ま
す
。
平
成
１２
年
度
は
自
然
観
察
会
や
史
跡
探
訪
、

ク
ラ
フ
ト
教
室
、
炭
焼
き
体
験
、
音
楽
会
な
ど
実
に
幅

広
い
内
容
の
活
動
が
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
開
園
し
て

か
ら
間
も
な
い
平
成
１２
年
度
に
こ
れ
だ
け
の
活
動
を
立

ち
上
げ
、
実
施
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

「
平
成
１１
年
の
オ
ー
プ
ン
約
４
カ
月
前
か
ら
準
備
を

始
め
、
オ
ー
プ
ン
と
同
時
に
一
般
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

す
る
中
で
、
自
分
が
や
れ
る
と
し
た
ら
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
か
、
み
ん
な
で
内
容
を
練
り
上
げ
、
実
質
の
初

年
度
と
な
る
平
成
１２
年
度
の
主
催
行
事
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
`
志
願
兵
a
の
意
味
を

持
ち
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
を
大
切
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
得
意
分
野
を
活
か
し
て
行
事
の
サ
ポ
ー
ト
や
案
内

役
、
展
示
企
画
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
を
努
め
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
現
在
、
１
１
１
名
（
男
性
７１
名
、
女
性

４０
名
）
の
方
々
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
平
成
１３
年
度
は

さ
ら
に
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
資
質
向
上
の

た
め
の
養
成
講
座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。」
と
武
部
さ

ん
は
言
わ
れ
、
感
動
の
共
有
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
活
動
の

輪
を
広
げ
、
操
山
を
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
し
て
い
き

た
い
と
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

操
山
を
歩
い
て
い
る
と
、
た
く
さ
ん
の
方
に
出
会
い

ま
し
た
。
中
高
年
の
方
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、「
操

山
は
え
え
と
こ
じ

ゃ
！
」「
も
っ
と

み
ん
な
に
来
て
も

ら
い
た
い
。」
と

言
わ
れ
、
操
山
へ

の
愛
情
が
う
か
が

え
ま
し
た
。
全
国

に
先
駆
け
た
操
山

公
園
里
山
セ
ン
タ

ー
の
、
市
民
参
加

に
よ
る
活
動
の
輪

が
さ
ら
に
広
が

り
、
日
本
の
原
風
景
と
日
本
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
里

山
の
自
然
を
、
次
代
に
継
承
し
て
も
ら
い
た
い
と
強
く

思
い
ま
し
た
。

操
山
は
あ
ち
こ
ち
か
ら
登
れ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー

ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。操
山
を
も
っ
と
訪
れ
、

そ
し
て
自
然
体
験
学
習
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
気

軽
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

環　　　 境

操 山 と �

操 山 公 園 �

里山センター�

春の野鳥観察会。ボランティアによる説明を受
けながら操山を歩く。

炭焼小屋。ボランティアと参加者が参加して「炭焼き体験教室」
が開かれる。

旗振台古墳にある休憩所。近いから毎日のように来て歩いて
いるという方も。中高年の健康づくりにも人気です。

展示の企画やメンテナンスもボランティアの手で行われている。

木をふんだんに使ったふれあいスペース。操山に関する展示
（自然・くらし・歴史）にはボランティアも協力。

操山公園里山センター。操山に関わる情報・書物・展示物をは
じめ、会議室・ふれあいスペース・多目的ホールなどを完備。

ボランティアによる操山のゴミ清掃。持ち帰った
ゴミは量と内容を調査する。粗大ゴミも多い。

自然観察会、史跡探訪
など行事の最初には講
師（ボランティア）に
よるレクチャーがあ
る。平成12年度は年
間50件の行事が行わ
れた。平成13年度は
70件を予定している。



生
ク
リ
ー
ム
を
計
量
カ
ッ
プ
で
２
５
０
ｃ
ｃ
計

り
、
広
口
の
容
器
に
入
れ
る
。

容
器
の
フ
タ
を
閉
め
、
手
に
持
っ
て
振
る
。
約
１０

分
間
程
度
。

●
「
手
が
だ
る
く
な
っ
て
き
た
…
」

振
り
続
け
て
い
る
と
音
が
し
な
く
な
り
、
固
ま
っ

た
感
じ
に
な
る
が
、
さ
ら
に
振
り
続
け
る
。

●
「
あ
っ
、
音
が
し
な
く
な
っ
た
！
」

●
「
今
度
は
コ
ト
コ
ト
音
が
し
始
め
た
よ
！
」

し
ば
ら
く
振
り
続
け
る
と
、

今
度
は
水
分
が
出
て
く
る
。

●
「
あ
、
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ

ブ
音
が
し
始
め
た
！
」

も
う
１０
回
程
度
振
り
続
け

る
。

環　　　 境

「自分で体験してみないと、分からないことって多いよね」
「すごく便利で情報の多い世の中だけど、案外知らないことって
多いのよね」
「で、これから2人でいろんなことを体験して、それを皆さんに
伝えようと思っています！」
「よろしくお願いします」「どうぞよろしくね」
まず、第１回目は「乳しぼりとバターづくり」に挑戦。おかや
まファーマーズ・マーケット　ノースヴィレッジを訪れました。

中
身
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
水
分
を
捨
て
る
。

●
「
小
さ
な
固
ま
り
が
た
く
さ
ん
出
来
て
る
、

こ
れ
が
バ
タ
ー
？
」

氷
水
を
作
り
、
水
だ
け
を
容
器
に
半
分
く
ら
い
入

れ
る
。

●
「
氷
水
で
な
い
と
バ
タ
ー
が

と
け
だ
し
ち
ゃ
う
ん
だ
っ
て
。」

容
器
を
１０
〜
２０
回
振
っ
て
バ
タ
ー
を
洗
い
、
水
を

捨
て
る
。
水
が
透
明
に
な
る
ま
で
４
回
程
繰
り
返

す
。

バ
ッ
ト
に
バ
タ
ー
を
取
り
出
し
、
ヘ
ラ
で
水
分
を

押
し
出
し
て
い
く
。

●
「
す
ぐ
食
べ
切
っ
て
し
ま
う
の
な
ら
、

こ
の
ま
ま
で
も
大
丈
夫
だ
よ
」

●
「
水
分
が
残
っ
て
い
る
と
日
持
ち
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
っ
て
」

畜
産
加
工
体
験
を
担
当
し
て
い
る
有
限
会
社
金

時
フ
ァ
ー
ム
の
野
上
　
収
取
締
役
に
よ
る
と
、
2

5
0
c
c
の
生
ク
リ
ー
ム
か
ら
出
来
る
バ
タ
ー
は

約
1
2
0
ｇ
。
生
ク
リ
ー
ム
は
牛
乳
を
遠
心
分
離

器
で
分
離
す
る
と
で
き
る
乳
脂
肪
の
多
い
部
分

で
、
牛
乳
か
ら
バ
タ
ー
が
と
れ
る
の
は
約
7
％
だ

そ
う
で
す
。
塩
分
は
1.5
％
位
が
一
番
お
い
し
い
割

合
だ
と
か
。
市
販
の
も
の
は
も
う
少
し
塩
分
が
多

く
、
着
色
も
し
て
あ
る
そ
う
で
す
。
畜
産
加
工
施

設
で
は
、
ウ
ィ
ン
ナ
ー
、
バ
タ
ー
、
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
、
カ
ッ
テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
作
り
の
体
験
が
で
き

ま
す
。
一
番
人
気
は
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
だ
と

か
。
人
数
に
も
よ
り
ま
す
が
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

作
り
に
か

か
る
時
間

は
15
分
〜

20
分
程
度
。

バ
タ
ー
は

約
40
分
で

出
来
上
が

り
ま
し
た
。

自然とのふれあいやものづくりを通して、
環境を考える体験シリーズ　

バ
タ
ー
作
り



環　　　 境

斜
め
に
し
た
バ
ッ
ト
に
た
ま
っ
た
水
分
を
捨
て
、

無
塩
バ
タ
ー
の
出
来
上
が
り
！
レ
ー
ズ
ン
を
入
れ

て
レ
ー
ズ
ン
バ
タ
ー
に
し
た
り
、ガ
ー
リ
ッ
ク
を
入

れ
た
り
す
る
の
は
こ
の
段
階
。
塩
を
入
れ
て
混
ぜ
、

カ
ッ
プ
に
入
れ
て
、
さ
あ
試
食
！！

●
「
お
い
し
〜
い
っ
！
」

●
「
風
味
が
あ
る
し
、
軽
や
か
！
」

乳
し
ぼ
り
体
験
は
通
常
午
後
４
時
か
ら
。
畜

舎
に
は
搾
乳
牛
が
７
頭
、
生
ま
れ
た
ば
か
り

の
子
牛
な
ど
を
合
わ
せ
て
全
部
で
１０
頭
の
ジ

ャ
ー
ジ
ー
牛
が
い
ま
す
。
１
９
９
８
年
（
平

成
１０
年
）
の
台
風
１０
号
の
洪
水
で
、
津
山
市

か
ら
牛
窓
沖
の
黄
島
ま
で
流
さ
れ
、
無
事
だ

っ
た
黒
牛
「
元
気
君
」
も
い
ま
し
た
。
牛
さ

ん
達
と
体
面
の
後
、
長
靴
に
履
き
替
え
て
準

備
完
了
。

ま
ず
、
飼
育
体
験
で
糞
尿
の
掃
除
を
す
る
。

こ
の
日
は
お
腹
の
調
子
が
悪
い
牛
が
い
る
の

で
、ス
タ
ッ
フ
が
世
話
を
さ
れ
る
こ
と
に
。

飼
料
を
あ
げ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
牛
の
体
調
に
合
わ
せ
て
、
指
示

さ
れ
た
量
の
穀
類
対
応
飼
料
を
あ
げ
て
い
く
。

乳
を
し
ぼ
る
。

乳
の
し
ぼ
り
方
を

説
明
し
て
も
ら

い
、
牛
の
そ
ば
に

腰
掛
け
て
、
温
も

り
の
あ
る
乳
頭
を

持
つ
。
最
初
に
親

指
と
人
指
し
指
で

お
乳
の
根
元
を
ぐ

っ
と
絞
め
、
中
指
、

薬
指
、
小
指
の
順
で
力
を
入
れ
、
乳
を
し
ぼ
る
と
、

勢
い
よ
く
お
乳
が
出
て
く
る
。

●
「
意
外
と
難
し
い
…
、
牛
さ
ん
痛
く
な
い

か
な
」

●
「
わ
あ
、
出
た
！
す
ご
い
勢
い
！
」

●
「
ち
ょ
っ
と
味
見
し
て
み
よ
う
、
あ
っ
、

あ
ま
い
！
」

●
「
ほ
ん
と
だ
、
あ
ま
い
し
、
あ
た
た
か
い
」

子
牛
に
授
乳
す
る
。

生
ま
れ
て
４
日
目
と
、
１
カ
月
目
の

子
牛
に
哺
乳
容
器
に
入
っ
た
お

乳
を
飲
ま
せ
る
。
１
カ
月
目

の
子
牛
は
す
ご
い
勢
い
で
飲

み
、
哺
乳
容
器
を
持
つ
方
が

引
っ
張
ら
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
。

最
初
は
牛
の
大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
が
、
ジ

ャ
ー
ジ
ー
牛
は
お
と
な
し
い
性
質
で
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

（
乳
用
種
）
に
比
べ
て
小
型
。
お
乳
の
出
る
量
も
少
な

い
そ
う
で
す
。
常
に
お
乳
が
出
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

出
産
さ
せ
な
が
ら
飼
育
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
こ
で

の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
の
牛
乳
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、
売
店
で

買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

カ
ン
ち
ゃ
ん
の
感
想

牛
さ
ん
は
エ
ラ
イ
！
お
い
し
い
牛
乳
を
出
し
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
！
そ
し
て
、
最
初
に
バ
タ
ー
を

作
っ
た
人
も
エ
ラ
イ
！
牛
乳
を
煮
て
作
る
の
か
と

思
っ
て
い
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
を
使
え
ば
家
で
も
で
き
る
か
ら
や
っ
て
み
よ

う
か
な
。
で
も
、
牛
さ
ん
は
干
し
草
を
食
べ
て
な

ん
で
あ
ん
な
お
い
し
い
牛
乳
が
出
来
る
の
か
な
、

ナ
ゾ
だ
。

キ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
の
感
想

自
分
で
作
っ
た
バ
タ
ー
っ
て
お
い
し
か
っ
た
。
バ

タ
ー
を
分
離
さ
せ
る
の
が
あ
ん
な
に
大
変
だ
っ
て

こ
と
知
ら
な
か
っ
た
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
も
最
初
は

大
き
く
て
怖
か
っ
た
け
ど
、
慣
れ
て
く
る
と
か
わ

い
い
な
。
で
も
世
話
す
る
の
た
い
へ
ん
だ
。
食
べ

物
が
手
元
に
届
く
ま
で
っ
て
大
変
な
ん
だ
っ
て
思

っ
た
。
農
家
の
人
た
ち
に
感
謝
し
て
、
こ
れ
か
ら

は
食
べ
物
を
残
さ
ず
食
べ
な
き
ゃ
ね
。
み
ん
な
も
、

こ
こ
に
来
て
ジ
ャ
ー
ジ
ー
牛
に
触
れ
る
こ
と
、
バ

タ
ー
や
パ
ン
作
り
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
た
く
さ

ん
の
発
見
を
し
、
思
い
出
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
帰

っ
て
ね
。

おかやま�
ファーマーズ・マーケット�
ノースヴィレッジ�

勝
央
・
勝
北
線�

至日本原高原�

至奈義町�

美作I.C

至英田町�

JR勝間田駅�

津山I.C

R53

JR姫新線�
R179

中国自動車道�至
津
山
街�

J
R
因
美
線
�

美
作
奈
義
線
�

◆車…………中国自動車道　美作I.C.より10分
岡山より主要地方道
岡山美作線経由1時間30分

◆電　　車…JR姫新線勝間田駅より
タクシーにて5分

◆高速バス…美作インター停留所より
タクシーにて10分

乳
し
ぼ
り

お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
管
理
運
営
財
団
ノ
ー

ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
清
水
義
之
主
事
に
よ
る
と
、
今
年
で
4
周
年
を

迎
え
た
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ

ジ
の
来
園
者
は
、
１
年
目

は
32
万
人
、
2
年
目
・
3

年
目
は
共
に
25
万
人
、
4

年
目
は
24
万
人
と
順
調
に

集
客
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

開始時間�

体験学習のご案内�

アイスクリーム作り�
ウィンナー作り�
バター作り�
カッテージチーズ作り体験�
パン作り�

●�

●�

●�

●

●

●�収穫体験（イチゴ狩り、山菜狩り、いも掘り、きのこ狩りなど）　四季折々�

畜産加工施設�
畜産加工施設�
畜産加工施設�
畜産加工施設�
モデル農家�

1時間�
2～3時間�
1～1.5時間�
1時間�
2時間�

�
�
①10:30～ ②13:30～�
�
�
①  9:30～ ②13:00～�

畜　舎� 1時間� 16:10～�

おいしい体験（体験料金1,000円／人）�

ジャージー牛の乳しぼり�●�

ふれあい体験（体験料金1,000円／人）�

※このほか、草木染めや木工など、創作（クラフト）体験もできます。�

おかやまファーマーズ・マーケット　ノースヴィレッジ�
・（有）金時ファーム　TEL O868-38-1144  FAX 0868-38-1161�
・ 管 理 運 営 財 団　TEL 0868-38-1234  FAX 0868-38-1007

＊休園日　毎週火曜日（祝日の場合は水曜日）�
＊入園料　大人500円　小人250円  ※体験料金は消費税別です�

メニュー 場　所� 体験時間�

開始時間�メニュー 場　所� 体験時間�

お
問
合
せ�



製

カ．

そ
の
他

s

公
共
緑
化
推
進
事
業

公
共
施
設
、
公
園
、
街
路
等
の
緑
化
事
業
を
実
施

す
る
。

d

水
質
保
全
推
進
事
業

児
島
湖
流
域
浄
化
推
進
事
業
等
水
質
保
全
に
関
す

る
各
種
事
業
を
実
施
す
る
。

ア．

生
活
排
水
対
策
事
業
へ
の
協
力
（
啓
発
テ
レ
ビ
　

ス
ポ
ッ
ト
の
放
映
、
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作

製
）

イ．

児
島
湖
流
域
環
境
保
全
推
進
月
間
行
事
へ
の
共
　

催

ウ．

身
近
な
川
の
健
康
診
断
へ
の
助
成

f

自
然
保
護
推
進
事
業

自
然
環
境
の
保
護
・
保
全
に
関
す
る
各
種
事
業
を

実
施
す
る
。

ア．

緑
の
募
金
へ
の
協
力

イ．

緑
化
推
進
大
会
へ
の
協
賛

ウ．

緑
の
少
年
隊
活
動
へ
の
協
賛

g

大
気
保
全
推
進
事
業

大
気
環
境
保
全
に
関
す
る
各
種
事
業
を
実
施
す

る
。

ア．

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
対
策
事
業
（
ラ
ジ
オ
ス
　

ポ
ッ
ト
）
の
実
施

イ．

樹
木
の
大
気
浄
化
能
力
度
チ
ェ
ッ
ク
事
業
へ
の
　

助
成

h

廃
棄
物
対
策
推
進
事
業

ア．

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
大
会
へ
の
共
催

イ．

そ
の
他

２．

廃
棄
物
処
理
処
分
事
業

地
域
環
境
の
保
全
と
県
内
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
、
県
内
に
お
け
る
産
業
廃
棄
物
の
処
理
処
分
の
需

要
に
対
し
、
適
切
な
処
理
処
分
に
努
め
る
と
と
も
に
生

活
環
境
の
保
全
に
関
連
す
る
事
業
の
拡
大
に
努
め
る
。

a

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
事
業

環　　　 境

Ⅰ
　
基
　
本
　
方
　
針

わ
が
国
の
経
済
情
勢
は
、
民
間
企
業
に
よ
る
設
備
投

資
の
増
加
、
企
業
収
益
の
改
善
な
ど
に
よ
り
景
気
は
緩

や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
回
復
へ
向
け
て
動
き
始
め
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
態

に
あ
る
雇
用
環
境
や
個
人
消
費
の
低
迷
が
続
く
な
ど
、

景
気
の
力
強
さ
は
見
ら
れ
ず
回
復
感
は
極
め
て
乏
し
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
環
境
問
題
は
平
成
１３
年
４
月
よ
り
資
源
有
効

利
用
促
進
法
の
一
つ
で
あ
る
「
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

が
施
行
さ
れ
る
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
法
の
整
備
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
利
用
す
る

た
め
、
企
業
や
消
費
者
は
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
大
量

消
費
・
大
量
廃
棄
と
い
う
経
済
活
動
や
生
活
慣
習
を
見

直
す
と
と
も
に
、
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
効
率
よ
く
利
用
す

る
よ
う
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
２１
世
紀
を
迎
え
循
環
型
社
会
の
構
築
を
実
現
す

る
た
め
３
つ
の
Ｒ（
ご
み
の
減
量
化
│R

educe

・
再
使

用
化
│R

euse

・
再
利
用
化
│R

ecycle

）を
さ
ら
に
推

し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
環
境
に
対
す
る
負
荷
の
低
減
、

改
善
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
当
事
業
団
と
し
ま
し
て
は
、
水
島

処
分
場
の
延
命
化
と
安
定
化
及
び
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有

効
利
用
を
目
的
と
し
た
焼
却
施
設
「
水
島
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」
の
よ
り
効
率
的
な
管
理
運
営
を
図
る
と
と
も

に
、
県
が
打
ち
出
し
た
公
共
関
与
の
新
処
分
場
の
建
設

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
社
会
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
産
業
廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
公
共
施
設
の

緑
化
、
各
種
環
境
調
査
及
び
環
境
保
全
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
推
進
等
環
境
保
全
の
た
め
の
各
種
事
業
を
実
施
し
、

快
適
な
地
域
社
会
実
現
に
貢
献
す
る
も
の
と
い
た
し
ま

す
。

Ⅱ
　
事

業

実

施

計

画

１．

環
境
保
全
サ
ー
ビ
ス
事
業

県
及
び
関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
の
も
と
に
、
環

境
保
全
に
関
す
る
各
種
事
業
を
積
極
的
に
行
う
。

a

環
境
思
想
高
揚
運
動

環
境
思
想
の
高
揚
を
図
る
た
め
次
の
事
業
を
実

施
す
る
。

ア．
「
環
境
」
の
発
行

イ．

環
境
月
間
（
６
月
）・
地
球
温
暖
化
防
止
月
間
　

（
１２
月
）
行
事
へ
の
共
催

ウ．

花
い
っ
ぱ
い
運
動
へ
の
協
賛

エ．

環
境
資
料
の
収
集
・
相
談
業
務

オ．

事
業
団
紹
介
用
ビ
デ
オ
・
エ
コ
ー
は
が
き
の
作

事
業
計
画�

（
財
）
岡
山
県
環
境
保
全
事
業
団
の
平
成
13
年
度
事
業
計
画
が�

　
第
59
回
定
例
理
事
会
に
お
い
て
審
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

平成�
 13年度 



ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
て
発
電
を
行
い
、
各
施
設

の
電
力
を
賄
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
年
度
は
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
原
則

埋
立
し
な
い
で
焼
却
処
理
す
る
こ
と
と
し
、
効
率

的
・
安
定
的
な
運
転
を
行
う
た
め
、
下
水
汚
泥
の

確
保
と
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
減
容
化
施
設
や
保

管
施
設
を
検
討
す
る
。

・
計
画
目
標
　
５
９，

８
０
０
ト
ン

下
水
汚
泥
　
４
９，

０
０
０
ト
ン

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
　
１
０，

８
０
０
ト
ン

d

公
共
建
設
残
土
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営
事
業

県
が
建
設
し
た
建
設
残
土
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運

営
を
受
託
し
、
平
成
６
年
度
に
事
業
開
始
し
て
以

来
現
在
９
ヵ
所
で
事
業
展
開
し
て
い
る
が
、
本
年

度
は
新
た
に
１
ヵ
所
事
業
開
始
し
、
１
ヵ
所
が
完

了
す
る
予
定
で
あ
る
。

・
計
画
目
標
　
１
７
５，

０
０
０
k

f

資
源
化
物
選
別
施
設
管
理
運
営
事
業

倉
敷
市
が
建
設
し
た
倉
敷
市
資
源
選
別
所
の
施

設
管
理
運
営
を
平
成
８
年
度
か
ら
受
託
し
、
平
成

９
年
度
か
ら
は
、
市
の
要
請
を
受
け
選
別
作
業
業

務
の
一
部
を
「
倉
敷
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
」
へ

再
委
託
し
実
施
し
て
い
る
。本
年
度
も
引
き
続
き
、

施
設
の
管
理
運
営
を
受
託
し
、
資
源
の
有
効
利
用

及
び
生
活
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

３．

緑
化
事
業

豊
か
な
緑
の
保
全
・
創
造
を
目
指
し
、
次
の
事
業
を

実
施
す
る
。

a

緑
化
工
事
設
計
施
工
監
督
事
業

道
路
・
公
園
・
学
校
等
公
共
施
設
の
緑
化
事
業
を

中
心
に
受
託
実
施
す
る
。

・
計
画
目
標
　
１５
件
　

s

道
路
緑
地
等
維
持
管
理
事
業

国
道
・
県
道
の
街
路
樹
及
び
公
共
緑
地
等
の
維

持
管
理
を
受
託
実
施
す
る
。

・
計
画
目
標
　
延
べ
１
２
１
路
線
他
１５
ヵ
所

環　　　 境

ア．

産
業
廃
棄
物
埋
立
処
分

事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
産
業
廃
棄
物
を
受

入
れ
水
島
処
分
場
へ
埋
立
処
分
す
る
。
同
処
分

場
の
延
命
を
図
る
た
め
に
引
き
続
き
受
入
制
限

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
本
年
度
も
年
次
計
画

に
基
づ
き
２０
万
ト
ン
（
１９
万
k
）
を
埋
立
処
分

す
る
。

な
お
、
現
水
島
処
分
場
は
公
有
水
面
埋
立
法

に
よ
る
埋
立
竣
功
期
限
が
平
成
１５
年
４
月
で
あ

る
こ
と
か
ら
、次
期
処
分
場
建
設
と
の
関
係
で
、

設
計
概
要
の
変
更
と
工
事
竣
功
期
間
伸
長
に
つ

い
て
県
の
許
可
を
受
け
、
こ
れ
に
よ
り
約
１
０

０
万
k
の
埋
立
容
量
が
確
保
さ
れ
、
平
成
２０
年

４
月
ま
で
５
年
間
の
埋
立
期
間
の
延
長
が
で
き

る
こ
と
と
な
っ
た
。

・
計
画
目
標
　
２０
万
ト
ン

イ．

新
処
分
場
の
建
設

事
業
団
が
独
自
に
計
画
し
て
い
た
東
側
泊
地

（
面
積
８.５
ｈａ
、
廃
棄
物
埋
立
容
量
８５
万
k
）
の

処
分
場
へ
の
転
用
は
、
県
が
公
共
関
与
の
処
分

場
と
し
て
、
こ
の
泊
地
を
含
め
危
険
物
泊
地
と

一
体
的
に
建
設
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
。
こ

の
た
め
、
事
業
団
は
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

こ
の
事
業
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
も
の
と
す

る
。本

年
度
は
、
県
か
ら
の
委
託
に
よ
り
港
湾
計

画
の
一
部
改
定
、
基
本
構
想
の
策
定
、
環
境
ア

セ
ス
メ
ン
ト
等
の
法
的
手
続
き
に
関
す
る
諸
作

業
及
び
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
う
予
定
で
あ

る
。

s

産
業
廃
棄
物
中
間
処
理
事
業

下
水
汚
泥
等
焼
却
事
業
（
水
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
）平

成
１１
年
度
か
ら
事
業
開
始
し
た
水
島
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
は
、
岡
山
県
下
水
道
公
社
、
岡
山
市
、

倉
敷
市
等
４２
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
下
水
汚
泥
及

び
事
業
所
か
ら
発
生
す
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を

助
燃
材
と
し
て
焼
却
処
理
す
る
。
ま
た
、
熱
エ
ネ

４．

環
境
調
査
事
業

行
政
機
関
や
民
間
事
業
所
等
か
ら
の
各
種
環
境
試
料

の
分
析
測
定
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
環
境
監
視
測

定
局
の
保
守
管
理
等
の
需
要
に
的
確
か
つ
迅
速
に
対
応

す
る
と
と
も
に
、
一
層
の
技
術
水
準
の
向
上
や
効
率
的

な
業
務
実
施
に
努
め
る
。

a

環
境
計
量
証
明
事
業

水
質
、
土
壌
、
底
質
、
産
業
廃
棄
物
、
環
境
大

気
及
び
排
ガ
ス
等
に
つ
い
て
の
分
析
測
定
業
務
を

受
託
実
施
す
る
。
本
年
度
は
、
環
境
省
指
針
に
基

づ
き
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
に
代
表
さ
れ
る
超
微
量

物
質
分
析
測
定
に
係
る
精
度
管
理
水
準
の
向
上
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
精
度
管
理
シ
ス
テ
ム
の

構
築
並
び
に
実
施
体
制
の
強
化
を
図
り
、
環
境
計

量
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
社
会
的
信
頼
の
維
持
・

確
保
に
努
め
る
。

s

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
事
業

ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
事
業
が
引
き
続
き
低
調
な

中
、
新
た
な
環
境
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
に
も

積
極
的
展
開
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
生
活

環
境
及
び
自
然
環
境
等
に
係
る
各
種
調
査
を
受
託

実
施
す
る
。

d

環
境
監
視
測
定
局
保
守
管
理
事
業

岡
山
県
、
岡
山
市
、
玉
野
市
、
備
前
市
、
笠
岡

市
及
び
邑
久
町
が
設
置
し
た
大
気
測
定
局
の
保
守

管
理
業
務
を
引
き
続
き
受
託
実
施
す
る
。



１
９
７
９
年
に
鳥
取
県
の
高
鉢
山
で
初
め
て
発
見
さ
れ
た

珍
し
い
種
で
、
翌
１
９
８
０
年
に
新
種
と
し
て
記
載
さ
れ
て

か
ら
約
２０
年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
の
野
外
で
の
発
見
例
は
少
な
く
、
生
息

確
認
追
加
情
報
は
兵
庫
県
、
広
島
県
な
ど
近
畿
か
ら
中
国
地

方
に
か
け
て
の
限
ら
れ
た
範
囲
内
で
、
わ
ず
か
に
得
ら
れ
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
実
状
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
公
開
さ
れ
た
環
境
省
の
レ
ッ
ド
リ

ス
ト
に
新
規
に
採
択
さ
れ
て
お
り
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
区
分
で
は

情
報
不
足
の
該
当
種
と
し
て
注
目
を
要
す
る
種
と
な
っ
た
。

岡
山
県
下
で
も
、
旭
川
上
流
に
位
置
す
る
中
国
山
地
の
一

地
点
で
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ

そ
れ
以
外
の
地
域
か
ら
の
情
報
は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
極
め

て
稀
な
存
在
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

成
虫
の
大
き
さ
は
体
長
１２
ミ
リ
前
後
。
上
翅
の
色
彩
は
黒

が
基
調
の
褐
色
系
で
、
細
い
斜
帯
は
黄
色
を
呈
し
て
い
る
。

成
虫
の
出
現
期
は
、
五
月
ご
ろ
。
エ
ゾ
エ
ノ
キ
の
伐
採
木

に
集
ま
る
こ
と
や
、
エ
ゾ
エ
ノ
キ
の
枯
れ
枝
中
か
ら
成
虫
が

割
り
出
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
調
査
次
第
で

は
新
産
地
発
見
の
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。（
青
野
孝
昭
）

ア
カ
ネ
キ
ス

カ
ネ
キ
ス
ジ
ト
ラ

ジ
ト
ラ
カ
ミ
キ

カ
ミ
キ
リ�
ア
カ
ネ
キ
ス
ジ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ�
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随
分
と
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
い

こ
の
間
ま
で
、
厚
い
上
着
無
し
で
は
い
ら
れ
な

か
っ
た
の
に
、
今
で
は
額
に
汗
が
滲
む
ほ
ど
で

す
。
水
温
も
上
昇
し
、
水
辺
は
羽
化
を
は
じ
め

た
昆
虫
が
水
面
を
飛
び
回
り
、
魚
達
が
そ
れ
を

追
っ
て
活
発
に
泳
ぎ
回
っ
て
い
ま
す
。
水
生
生

物
の
調
査
に
最
適
な
季
節
の
始
ま
り
で
す
。

高
校
時
代
私
は
、
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ

ン
ツ
の
書
い
た
「
ソ
ロ
モ
ン
の
指
輪
」
と
い
う

本
に
出
会
い
ま
し
た
。
ロ
ー
レ
ン
ツ
は
動
物
の

行
動
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
進
化
の
成
り
立
ち

や
行
動
の
仕
組
み
を
解
析
す
る
比
較
行
動
学
と

い
う
生
物
科
学
の
分
野
を
切
り
開
い
た
人
で

す
。
こ
の
本
に
は
動
物
を
観
察
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
が
沢
山
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
本
に
よ
っ

て
私
の
人
生
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
も

の
で
す
。

こ
の
本
の
中
に
、
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
に
つ
い

て
書
か
れ
て
い
る
章
が
あ
り
ま
す
。
ア
ク
ア
リ

ウ
ム
と
は
生
態
系
が
作
ら
れ
た
水
槽
の
こ
と
だ

と
思
っ
て
下
さ
い
。
小
さ
な
水
槽
の
中
に
水
草

と
幾
つ
か
の
水
生
動
物
が
息
づ
い
て
い
る
。
外

部
か
ら
は
何
も
手
を
加
え
る
必
要
が
無
く
、
水

換
え
さ
え
も
ほ
と
ん
ど
入
ら
な
い
。
た
だ
た
だ

当
た
り
前
に
ち
い
さ
な
生
物
達
が
暮
ら
し
て
い

る
。
こ
ん
な
完
璧
な
生
態
系
が
自
宅
の
水
槽
で

作
る
こ
と
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
ん
な
に
う
ま
く
は
い
か
な
い
。

私
も
何
度
か
試
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
一

度
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
水
温
や
水

質
が
適
切
で
な
か
っ
た
と
か
、
動
植
物
の
バ
ラ

ン
ス
が
悪
か
っ
た
と
か
で
、
大
抵
は
黒
緑
色
の

藻
が
つ
い
て
生
き
物
が
見
え
な
く
な
り
、
次
第

に
水
が
い
や
な
臭
い
を
発
す
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
ロ
ー
レ
ン
ツ
自
身
も
何
度
か
失
敗
し
た
よ

う
で
す
。
で
も
、
試
し
て
み
る
価
値
は
あ
り
ま

す
。
う
ま
く
い
っ
て
も
失
敗
し
て
も
、
生
態
系

と
は
環
境
と
生
物
の
間
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の

上
に
成
り
立
つ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
実
感
で

き
る
は
ず
で
す
。

さ
て
、
水
生
生
物
は
身
の
回
り
の
生
態
系

や
環
境
を
知
る
良
い
指
標
と
な
り
ま
す
。
今
回

お
話
し
た
ア
ク
ア
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
も
そ
の
こ

と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
で
も
、
野
外
に
お
い

て
活
動
す
る
水
生
生
物
を
実
際
に
観
察
す
る
こ

と
は
も
っ
と
色
々
な
事
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
回
は
野
外
に
お
け
る
水
生
生
物
の

調
査
法
に
つ
い
て
幾
つ
か
お
話
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
環
境
調
査
部
　
大
坪
尚
広
）

【
岡
山
の
昆
虫
】



3ヶ村を10㎞・15㎞・20㎞・30㎞のコースに分け
てウォーキングを楽しむ。蒜山スポーツ公園を10時
スタート。申込み必要。当日受付OK。詳しくはお問い
合せください。�
●参加費　大人2,000円（当日）�
　　　　　小人1,000円（当日）�
 　　　　（両日参加しても費用は同じ）�
●お問い合せ�
　八束村役場産業振興課　0867-66-2511

蒜山ツーデーマーチ�
5月26日（土）・27日（日）�
八束村・川上村・中和村内各所�

たけべの森の中に設置された蜜蜂の巣箱を集め、蜂
蜜の採取を実演。しぼりたての蜂蜜ジュースの無料
配布や、しぼりたての蜂蜜の即売も行われる。�

蜂蜜採取会�
6月3日（日）�

6月16日（土）～8月上旬�

たけべの森（建部町）�

かぶとむしどーむの中では、かぶと虫の飼育、観察、
捕獲の体験ができる。外国のかぶと虫がさらに増え、
世界3大かぶと虫も見ることができる。入場料300円。�
●お問い合せすべて�
　吉備高原建部家族旅行村「たけべの森」（建部町）�
　0867-22-3111

「たけべの森」かぶとむしどーむ�
たけべの森（建部町）�

駒の尾山
登山口か

ら県下最
高峰後山

（東粟倉
村）ま

で中国山
地を縦走

する、約1
0㎞の登

山コース
。終了後

、

参加者に
愛の村パ

ークでの
無料入浴

券が配布
される。

5月25日
まで申込

み受付中
。参加無

料。雨天
中止。

詳しくは
お問い合

せくださ
い。�

●お問い
合せ�

　東粟倉
村企画室

「パノラ
マハイキ

ング大会
係」�

　0868
-78-31

33

第15回東粟
倉村パノラマ

ハイキング大
会�5月27日（日）�

東粟倉・
愛の村パ

ーク駐車
場集合（

東粟倉村
）�

ホタルの町北房町で実施。郷愁漂う源氏ボタルの光
の乱舞が楽しめる。地元商店会の露店が並び多くの
人出でにぎわう。�
●お問い合せ�
　北房町観光協会　0866-52-2711

ホタルまつりin北房�
6月9日（土）�
ほたる公園（北房町）�

●お問い合せ�
　岡山県環境政策課　086-226-7297

平成13年度「環境月間の集い」�

6月7日（木）13:30～16:00
岡山県勤労者総合福祉センター  岡山テルサ�

3,000株のアジサイの咲く中、お茶席が設けられる。
期間中に限り本堂の拝観も可能。�
●お問い合せ�
　長法寺　0868-22-6436

アジサイ祭り�
6月23日（土）・24日（日）�
長法寺（津山市）�

3㎞（親子ファミリーなど9部門）、10㎞（男女年齢別
4部門）の13部門に分かれて健脚を競う。また、第
10回記念イベントとして天満屋女子マラソン部との
立食交流会を企画。5月19日まで申込み受付中。詳
しくはお問い合せください。�
●マラソン参加費　大人1,000円　�
　　　　　　　　　高校生以下無料�
●交流会参加費　大人2,000円　小人1,000円�
●お問い合せ�
　哲西町体育協会　0867-94-2110

哲西町鯉が窪マラソン大会�
6月3日（日）�
哲西町町民グランド（哲西町）�

発　行　日／�
�
発　行　所／�
�
�
�
�
�

平成13年4月30日�
� 財団法人�

岡山県環境保全事業団�
〒701-0212　岡山市内尾665-1�
TEL.086-298-2122（代）�
FAX.086-298-2496�
 http://www.kankyo.or.jp �
�
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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

新
シ
リ
ー
ズ
「
循
環
型
社
会
の

形
成
を
め
ざ
し
て
」
で
は
、持
続

可
能
な
社
会
に
向
け
て
既
に
始

ま
っ
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
体
験
隊
！！
」で
は
、

社
会
が
進
歩
し
た
現
代
だ
か
ら

こ
そ
「
原
点
」
を
大
切
に
、「
カ
ン

ち
ゃ
ん
」「
キ
ョ
ウ
ち
ゃ
ん
」
の
体

験
を
通
し
て
、自
然
と
の
ふ
れ
あ

い
や
も
の
づ
く
り
に
興
味
・
関
心

を
広
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待
く

だ
さ
い
。�

リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
ビ
ン
は
省
資
源
の
お
手

本
。
回
収
さ
れ
た
ビ
ン
は
、
洗
浄
、
検

査
の
後
、
繰
り
返
し
使
用
さ
れ
ま
す
。

ビ
ー
ル
ビ
ン
の
回
収
率
は
1
0
0
％
。

年
間
約
3
回
転
し
、
平
均
し
て
約
8
年

使
用
さ
れ
ま
す
。
ワ
イ
ン
の
色
つ
き
ビ

ン
に
は
混
色
カ
レ
ッ
ト
を
90
％
以
上
使

用
し
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
ボ
ト
ル
も
使
わ
れ

ま
す
。�

●
表
紙
の
こ
と
ば�



然
ク
マ
ザ
サ
の
草
原
に
。
急
な
登
り
を
一

気
に
登
り
き
る
と
山
頂
に
到
達
で
す
。

山
頂
か
ら
の
展
望
は
3
6
0
度
さ
え
ぎ

る
も
の
が
な
く
、
東
は
白
馬
山
か
ら
朝
鍋

鷲
ヶ
山
、
北
は
大
山
、
烏
ヶ
山
、
蒜
山
三

座
な
ど
が
見
え
、
雄
大
な
パ
ノ
ラ
マ
に
思

わ
ず
「
ヤ
ッ
ホ
ー
」。
天
気
が
よ
け
れ
ば

日
本
海
の
弓
ヶ
浜
の
湾
曲
ま
で
望
め
、
は

る
か
遠
く
に
は
隠
岐
の
島
影
ま
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
楽
し
み
た
い
方
は
、
毛
無
山
山

頂
か
ら
白
馬
山
へ
と
縦
走
す
る
コ
ー
ス

へ
。
樹
間
を
行
く
稜
線
で
あ
ま
り
高
低
差

が
な
く
、
約
1
時
間
で
縦
走
で
き
ま
す
。

下
り
も
白
馬
山
か
ら
毛
無
山
登
山
口
ま
で

約
1
時
間
で
下
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毛
無
山
の
最
大
の
魅
力
は
、
林

野
庁
の
「
水
源
の
森
百
選
」
に
も

選
ば
れ
た
見
事
な
ブ
ナ
林
と
水
量

豊
か
な
渓
流
。
樹
齢
1
0
0
年
前

後
の
ブ
ナ
の
原
生
林
を
中
心
と
し

た
優
れ
た
森
林
環
境
と
、
良
好
な

渓
流
環
境
に
よ
り
、
多
種
多
様
な

動
植
物
の
生
息
が
見
ら
れ
、
豊
か

な
自
然
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
国
山
地
の
脊
梁
に
位
置
す

る
毛
無
山
は
、
冬
期
に
雪
が
多
い

日
本
海
型
気
候
区
と
夏
期
に
降
水

量
が
多
い
太
平
洋
気
候
区
の
特
徴

を
併
せ
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
中
南
部
に
見
ら
れ
る
ク
ロ
モ
ジ

が
見
ら
れ
る
な
ど
植
物
分
布
上
、

重
要
な
地
域
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

新庄村
岡
山
県
の
北
西
部
、
が
い
せ
ん
桜
で
有

名
な
新
庄
村
に
位
置
す
る
毛
無
山
は
、
鳥

取
県
江
府
町
と
に
稜
線
を
分
け
、標
高
1，

2
1
8
m
、
県
内
5
番
目
の
高
さ
を
誇
る

山
で
す
。
山
頂
付
近
は
低
い
ク
マ
ザ
サ
が

覆
う
草
原
状
に
な
っ
て
い
て
、
ち
ょ
う
ど

頭
が
は
げ
た
よ
う
に
見
え
る
こ
と
か
ら

「
毛
無
山
」
の
名
が
付
け
ら
れ
た
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広

が
る
毛
無
山
山
麓
は
標
高
が
約
7
0
0
m

あ
り
、
山
頂
ま
で
は
垂
直
高
で
い
う
と
約

5
0
0
m
。
初
め
て
の
人
で
も
1
時
間
半

か
ら
2
時
間
で
登
る
こ
と
が
で
き
、
年
間

約
1
万
5，

0
0
0
人
が
訪
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

毛
無
山
一
帯
の
森
林
は
、
自
然
度
の
高

さ
、
そ
の
規
模
の
大
き
さ
で
は
岡
山
県
で

も
第
一
級
。
長
い
歳
月
を
経
て
つ
く
り
出

さ
れ
た
ブ
ナ
林
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
林
な
ど

と
そ
の
中
に
生
息
す
る
植
物
、
動
物
た
ち

の
種
類
・
個
体
数
の
豊
富
さ
は
、
学
術
的

に
も
貴
重
な
森
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
恒

久
的
な
保
全
を
図
る
た
め
、
岡
山
県
で
は

平
成
6
年
度
・
7
年
度
に
こ
の
地
域
約
1

9
4
ha
を
公
有
化
し
て
い
ま
す
。

か
や
ぶ
き
屋
根
の
「
毛
無
山
山
の
家
」、

田
浪
キ
ャ
ン
プ
場
付
近
を
通
り
、
渓
流
に

沿
っ
て
天
然
ス
ギ
の
林
の
中
を
進
ん
で
い

き
ま
す
。
登
山
口
の
看
板
が
あ
り
、
渓
流

か
ら
離
れ
て
急
な
登
山
道
を
登
っ
て
い
く

と
、
天
然
ス
ギ
の
中
に
白
い
樹
肌
の
ブ
ナ

の
木
が
混
じ
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
ト
チ
ノ
キ
、
ケ
ヤ
キ
な
ど
林
の
中

に
生
育
し
て
い
る
様
々
な
草
木
を
眺
め
な

が
ら
一
歩
ず
つ
登
っ
て
い
き
ま
す
。
ブ
ナ

の
大
木
が
多
く
な
る
と
、
次
第
に
見
事
な

ブ
ナ
の
純
林
に
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

だ
葉
が
茂
っ
て
い
な
い
ブ
ナ
林
の
中
は
明

る
く
、
足
元
に
は
チ
マ
キ
ザ
サ
が
春
の
光

を
受
け
て
輝
い
て
い
ま
す
。

8
合
目
に
大
き
な
岩
が
あ
り
、
そ
の
岩

の
下
を
通
っ
て
急
な
斜
面
を
登
る
と
、
登

山
道
の
両
脇
に
ブ
ナ
の
美
し
い
林
が
広
が

り
ま
す
。
ブ
ナ
の
樹
間
越
し
に
山
頂
が
見

え
隠
れ
し
始
め
る
と
も
う
す
ぐ
頂
上
。
や

や
緩
や
か
に
な
っ
た
道
を
進
む
と
、
山
頂

直
下
9
合
目
に
は
「
避
難
小
屋
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
小
屋
を
過
ぎ
る
あ
た
り
か
ら

ブ
ナ
の
樹
高
が
低
く
な
り
、
登
山
道
は
突

毛
無
山
は
、
岡
山
県
が
「
22
世
紀
に
残

す
自
然
の
博
物
館
」
と
し
て
公
有
化
し
て

い
る
だ
け
あ
っ
て
、
四
季
を
通
じ
て
豊
か

な
自
然
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
。
頂
上
に

登
る
楽
し
さ
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、

か
け
が
え
の
な
い
動
植
物
に
出
会
え
る
喜

び
も
ま
た
格
別
で
す
。
新
緑
の
季
節
ぜ
ひ

訪
ね
て
み
て
く
だ
さ
い
。

毛け

無な

し

山が
せ
ん
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鳥取県�

毛無山ブナ林�
毛無山�

ブナ自然林�

スギ林�

白馬山�

登山道�
朝鍋鷲ヶ山�

土用ダム�

新庄川�

旭川�

土
用
川�

たたら跡�
山の家�

田浪キャンプ場�

「道の駅」�
メルヘンの里�

アマゴ養殖�

新庄村�

新庄�

新庄村役場�

田浪川�

広戸キャンプ場�

チェリーヒル運動公園�

JR姫新線�

至岡山・総社IC

中国勝山駅� 久世IC

落合IC

蒜山IC

北房JCT

中国自動車道�
岡山自動車道�

国道313号線�

国道181号線�

国
道
313
号
線�

米
子
自
動
車
道
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360度の�
大パノラマ�
360度の�
大パノラマ�

毛無山1,218m
白馬山�
1,060m
白馬山�
1,060mブナ林�

巨石�

登山口�

渓
流�

渓
流�

登山道�

ブナ林�

スギ林�

スギ林�

美しい�
　ブナ林�

至：朝鍋鷲ヶ山�

眺望が�
開ける�

避難�
　小屋�

散策路�

毛無山が見える�
展望台�

毛無山山の家�
駐車場�
トイレ�

水田�

タタラ遺跡�

キャンプ場�
トイレ�

至：不動滝�

N

ブナ林

囲炉裏のある毛無山山の家。土・日・祝日の昼間
は無料で開放され、登山者たちの休憩施設となっ
ている。平日の昼間と夜間は有料で宿泊もできる。
（お問い合せ・予約は新庄村役場産業建設課）

アカショウビン
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